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本会議場で模擬議会を開催。中学校ではその様子をオンライン授業。本会議場で模擬議会を開催。中学校ではその様子をオンライン授業。

マイナンバーカードを作ろう！



松井広道議長

令和４年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 5427万5千円　　 45億4595万2千円 全員賛成により可決

新総合体育館の条例を制定。 利用料金がかかります。
18歳以下と65歳以上の村民は 免除（トレーニングルーム除く）

　第２回定例会は６月８日に開会し、９日に閉会しました。
　村長からの提出議案は21件で、内訳は報告２件、専決処
分３件、条例案件１件、計画案件４件、人事案件５件、契約
案件１件、補正予算１件、その他４件です。議員発議案は意
見書３件で、すべての議案が原案通り可決されました。
　一般質問では、４議員が７項目の質問で村政を問いました。
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キ
ラ
コ
タ
ン
岬
に
車
両

侵
入
防
止
柵
と
ゲ
ー
ト
、
看
板
を

設
置
す
る
の
は
。

　

現
在
、
単
管
で
車
両
侵
入
柵
と

ゲ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
る
が
、
引

き
抜
か
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
る

た
め
、
今
回
は
基
礎
工
事
を
行
い

擬
木
を
使
っ
た
柵
と
ゲ
ー
ト
を
設

置
す
る
。

定例会のあらまし
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10
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日
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る
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の
内
容
は
。

　

10
月
10
日
は
関
係
者
１
０
０
人

規
模
の
記
念
式
典
を
、
16
日
に
は

村
内
児
童
生
徒
向
け
に
１
５
０
人

規
模
の
記
念
事
業
を
予
定
し
て
い

る
。

６６
月
定
例
会

月
定
例
会
６
月
８
・
９
日

６６
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６月議会
で ど ん な
ことを？

社
会
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課
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社
会
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育
課
長

▽
釧
路
町
村

　

公
平
委
員
会

　

委
員
の
選
任

役場庁舎機能改善建築主体工事
契約の方法：指名競争入札
契約の金額：7898万円
契約の相手：佐々木・山口経常建設企業体

▷工事請負契約の締結
　役場にエレベーターを設置するなど
の工事請負契約を締結しました。

▽
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任

※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、村
長
と
は
独
立
し
た
中
立
的
・

専
門
的
な
立
場
か
ら
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に

関
す
る
不
服
の
審
査
お
よ
び
決
定

そ
の
他
の
事
務
を
行
う
行
政
機
関

の
こ
と
で
す
。

▽ 

及
川 

晃
仁 

さ
ん

（釧
路
町
）

▽ 

山
本 

節
子 

さ
ん
（弟
子
屈
町
）

▽ 

中
尾 

義
行 

さ
ん

（鶴
居
村
）

※
公
平
委
員
会
と
は
、
公
務
員
の

不
利
益
処
分
に
対
す
る
不
服
申
し

立
て
な
ど
を
審
査
す
る
機
関
で

す
。

野
の

澤
ざわ

 弘
ひろ

幸
ゆき

 さん
54 歳 （再任）

竹
たけ

中
なか

 憲
のり

之
ゆき

 さん
64 歳 （再任）

▽
新
総
合
体
育
館
の
条
例
制
定

　10 月オープン予定の新総合体育館の設置条例を制定しました。今回の条例により
管内他自治体と同様に利用料金がかかるようになります。
　また、この施設は指定管理者制度により、民間事業者が運営します。
▷利用料金（個人利用のみ掲載、この料金は条例で定めた上限料金です）

●個人利用（ランニングデッキ、メインアリーナ、サブアリーナ）　

　1回 100 円、回数券 1000 円（12 枚）、6カ月券 5000 円、12 カ月券 9000 円

　冬季加算料金 20 円

●個人利用（ランニングデッキ、メインアリーナ、サブアリーナ、トレーニングルーム）

　1回 300 円、回数券 3000 円（12 枚）、6カ月券 15000 円、12 カ月券 28000 円

　冬季加算料金 60 円

※免除規定・村内に居住する満 18歳以下と 65歳以上の村民（トレーニングルーム除く）
　　　　　・村内スポーツ少年団
　　　　　・村スポーツ協会に加盟する団体（貸切利用のみ）などの免除規定があります。
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７
５
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吉
田
保
博
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員

　
　
　
　

新
規
就
農
支
援
事
業
の

詳
細
は
。

　

夫
婦
で
放
牧
主
体
の
乳
用
め
ん

羊
を
飼
育
し
、
チ
ー
ズ
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の

乳
製
品
加
工
生
産
を
行
う
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
当
初
６
頭
か
ら
始

め
、
５
年
後
に
は
36
頭
に
増
や
す

計
画
。

産
業
振
興
課
長

▽
新
総
合
体
育
館

　

の
開
館
記
念
式
典

１
９
７
万
円

　

飼
料
の
高
騰
を
受
け
緊
急
避
難

的
に
、
電
牧
柵
の
既
設
・
新
設
に

よ
り
、
１
ha
当
た
り
５
０
０
０
円

か
ら
１
万
円
（
上
限
）
を
補
助
す

る
。

産
業
振
興
課
長

▽
デ
ン
ト
コ
ー
ン　
畑
電
牧
設
置
支
援

４
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松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

自
給
飼
料
の
高
騰
対
策

と
し
て
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
の
電

牧
柵
設
置
に
補
助
金
が
支
給
さ
れ

る
が
詳
細
は
。

　
　
　
　

松
井
洋
和
議
員

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
に
。

　

子
育
て
関
係
15
、
介
護
関
係
11

の
手
続
き
が
可
能
と
な
る
。

　

手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
読
み
取
る
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
。
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１
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６月議会
で ど ん な
ことを？一般質問一般質問

　松井　洋和　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P6
①中学生模擬議会の今後

　佐藤　吉人　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P7
①下幌呂通学路の歩道電柱の移設を
②計画されている簡易軌道公園は

４
人
の
議
員
が
７
項
目
の
質
問

４
人
の
議
員
が
７
項
目
の
質
問

村
長
村
長
・・
教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　松井　俊治　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P8
①旧幌呂保育園の今後は

　及川　満浩　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P9
①物価上昇のなか今後の公共料金は
②給食の原材料価格上昇の影響は
③学校トイレ内への生理用品の配置は

一
般
質
問   

６６
月
定
例
会

月
定
例
会
６
月
８
・
９
日松

井
俊
治

東　

隆
行

松
井
洋
和

佐
藤
吉
人

及
川
満
浩

吉
田
保
博

大
津
泰
則

秋
里
広
志

松
井
広
道

報告
鶴居村振興公社経営状況報告書の提出
令和 3年度決算と令和 4年度の事業計画の報告

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度一般会計繰越明許費繰越計算書
年度をまたぐ道営草地整備事業負担金などを令和 4年度に繰越す報告

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分
税条例等の一部改正
令和 4年度税制改正に関係する条例の一部改正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険税条例の一部改正
地方税法施行令の一部改正により関係する条例を改正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 3 年度一般会計補正予算 ( 第 11 号）
令和 3年度の歳入歳出が確定したことによる 1億 2045 万円の増額補正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例の制定
村民スポーツ・健康増進施設条例の制定
10 月にオープン予定の新総合体育館の設置条例

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画の策定
辺地総合整備計画の策定（中幌呂地区）
6号支線道路橋改修事業に、辺地債を借入するための計画 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

辺地総合整備計画の策定（支幌呂地区）
耐震性貯水槽整備事業に、辺地債を借入するための計画

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

辺地総合整備計画の策定（上幌呂地区）
水槽付き消防ポンプ自動車購入事業に、辺地債を借入するための計画

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

辺地総合整備計画の変更（下久著呂地区）
村道中雪裡下久著呂線・暁峰橋・営農用水配水管事業に、辺地債を借入するための計画

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年度補正予算
一般会計（第２号）
行政手続きオンライン化事業など総額5427万円の増額補正計上

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人事案件
固定資産評価審査委員会委員の選任（野澤弘幸さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
固定資産評価審査委員会委員の選任（竹中憲之さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
釧路町村公平委員会委員の選任（釧路町・及川晃仁さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
釧路町村公平委員会委員の選任（弟子屈町・山本節子さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
釧路町村公平委員会委員の選任（鶴居村・中尾義行さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
契約の締結
工事請負契約の締結（役場庁舎機能改善建築主体工事）
指名競争入札による7898万円の契約を締結

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他
釧路公立大学事務組合の共同処理する事務及び規約の変更に関する協議
令和5年度から地方独立法人法に基ずき公立大学法人へ移行するために必要な規約の変更

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北海道市町村総合事務組合規約の変更
参加する事務組合の変更

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更
参加する事務組合の変更

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更
参加する事務組合の変更

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書の提出（議員発議）
森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豪雪地帯における介護事業所への適切な評価を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
議
長
採
決
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

賛成：〇
反対：×
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松
井 
６
月
１
日
に
、
こ
の

議
場
で
中
学
生
模
擬

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で
し
た
が
、
中
学
生
と

し
て
の
目
線
か
ら
村
へ
の
提
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
地
方
議
会
で
は
議
員
の
成

り
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
よ
う
に
中
学
生
の
う

ち
に
実
際
に
議
会
を
体
験
す
る
こ

と
は
、
議
会
と
し
て
も
授
業
と
し

て
も
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
と
し
て
は
議
会
と

し
て
今
後
も
中
学
生
模
擬
議
会
を

継
続
、
発
展
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
教
育
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長 

鶴
居
村
議
会
の

主
催
で
６
月
１

日
に
開
催
さ
れ
、
７
人
の
中
学
生

が
模
擬
議
員
と
し
て
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
考
え
る
村
政
や
教
育
行

政
の
課
題
に
つ
い
て
、
自
ら
の
言

葉
で
質
問
す
る
と
と
も
に
、
答
弁

に
対
し
、
自
ら
の
今
後
の
行
動
に

結
び
つ
け
た
感
想
を
述
べ
る
な

ど
、
参
加
し
た
中
学
生
は
、
模
擬

議
員
と
し
て
立
派
に
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
傍
聴
し
た

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
有
意
義

な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鶴
居
村
の
未
来

を
担
う
中
学
生
が
、
模
擬
議
会
と

い
う
体
験
を
通
し
て
、
地
方
自
治

松
まつ

井
い
洋
ひろ

和
かず

 議員

一
般
質
問   

松
井
洋
和

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

中学生模擬議会が開催された

に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
主
権
者

教
育
や
ふ
る
さ
と
学
習
の
観
点
か

ら
も
、
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も
の

で
す
。

　

私
と
し
て
は
、
鶴
居
村
議
会

が
、
中
学
生
模
擬
議
会
の
取
り
組

み
を
今
後
も
継
続
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
、
学
校

と
連
携
・
協
力
し
て
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
中
学
生
模
擬

議
会
を
継
続
し
て
開
催
す
る
場
合

に
は
、
議
会
の
役
割
や
地
方
自
治

の
仕
組
み
、
予
算
、
施
策
の
効
果

な
ど
、
よ
り
広
く
地
方
自
治
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
に
な
る
よ
う
、

学
校
や
生
徒
の
負
担
に
も
考
慮
し

た
開
催
の
在
り
方
や
時
期
の
調
整

を
含
め
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
の
思
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

村
議
会
に
も
、
模
擬
議
会
の
開

催
に
合
わ
せ
て
、
議
会
の
役
割
や

議
員
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
生
徒

に
直
接
教
え
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
生
徒
の
議
会
へ
の
理
解
と
関

心
が
一
層
高
ま
る
よ
う
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　議会の傍聴お待ちしています。
次回定例会は9月6日(火)10時～役場2階（予定）

議会だよりは要約されています。議会だよりは要約されています。
臨場感ある本会議場へお越しください。臨場感ある本会議場へお越しください。

佐
藤 

本
件
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
議
案
審
議

で
質
疑
し
ま
し
た
が
、現
時
点
で

電
柱
の
移
設
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

や
は
り
気
に
な
っ
て
い
る
の

は
、冬
期
間
の
除
雪
の
問
題
で
す
。

ソ
ー
ラ
ー
側
の
歩
道
幅
が
1.4
ｍ
し

か
な
く
、近
年
の
湿
り
雪
は
大
変

重
た
く
て
、歩
道
部
の
電
柱
に
よ

り
機
械
除
雪
で
も
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

　

西
側
に
移
設
す
る
な
ど
、対
応

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。村

長 

村
道
下
幌
呂
東
７
号

線
の
歩
道
に
敷
設
さ

れ
た
電
柱
は
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ

下幌呂小学校通学路の歩道

ト
ワ
ー
ク
側
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
村
が
管
理
す
る
村
道
歩
道
部

分
に
敷
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
現

地
の
制
約
あ
る
土
地
条
件
な
ど
を

考
慮
し
、
道
路
管
理
に
最
小
限
の

影
響
に
と
ど
ま
る
よ
う
対
応
し
た

も
の
で
す
。

　

現
状
、
敷
設
さ
れ
た
電
柱
に
つ

い
て
は
、
今
日
ま
で
当
時
の
状
況

で
経
過
し
て
お
り
、
天
候
な
ど
の

状
況
変
化
に
よ
っ
て
は
、
歩
道
を

通
行
す
る
う
え
で
安
全
確
保
に
多

少
の
負
担
が
か
か
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
冬
期
間
に
お
け
る

歩
道
の
通
行
確
保
に
は
、
降
雪
の

状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
除
雪

作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

通学路である歩道を除雪するときに電柱があるので時間がかかる。
下幌呂通学路の歩道電柱の移設を
村長　北電ネットワークと協議を継続

計
画
さ
れ
て
い
る

　

簡
易
軌
道
公
園
は

佐
藤 

北
海
道
遺
産
第
65
号

簡
易
軌
道
公
園
に
つ

い
て
の
構
想
は
過
疎
計
画
に
も
登

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
時
の

問
題
と
し
て
公
園
完
成
後
に
か
か

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
問
題
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
釧
路
・
根
室
の
簡
易
軌
道
（
釧

路
市
立
博
物
館
発
刊
）」の
な
か
で

地
域
遺
産
を
活
か
す
に
は
、５
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、私
な
り
の
解
釈
で
は
、

①
地
域
へ
の
リ
タ
ー
ン
（
Ｒ
：
有

　

形
無
形
の
地
域
貢
献
）

②
情
報
発
信
（
Ｉ
：
今
や
こ
れ
が

教
育
長 

維
持
管
理
費
は

施
設
の
規
模
や

管
理
運
営
方
法
な
ど
に
よ
り
大
き

く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で

は
具
体
的
に
説
明
で
き
る
状
況
に

あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、施
設
建
設
費
や
維
持
管
理
費
、

施
設
の
も
た
ら
す
効
果
、
財
源
な

ど
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
検
討

を
重
ね
、
北
海
道
遺
産
で
あ
る
旧

村
営
軌
道
の
保
存
・
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実際に政治を体験する場は重要。
中学生模擬議会の今後
教育長　学校と連携・協力して対応

　

村
と
し
て
は
、
今
日
ま
で
通
行

に
特
段
の
支
障
や
影
響
は
生
じ
て

い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
歩
道
の
改
修
工
事
も
計
画
し

て
い
る
の
で
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
協
議
を
継
続
さ
せ

な
が
ら
、
安
全
の
確
保
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
と
も
言
え
ま
す
）

③
安
全
（
Ｓ
：
機
械
が
あ
る
の
で
、

　

す
べ
て
に
優
先
し
て
安
全
の
確

　

保
）

④
学
ぶ
（
Ｅ
：
物
を
買
う
か
ら
、

　

学
ぶ
、
体
験
す
る
コ
ト
消
費
時

　

代
の
変
化
）

⑤
持
続
可
能
性
（
Ｓ
：
活
用
し
な

　

が
ら
維
持
費
を
捻
出
さ
せ
る

　

か
）

　

公
園
完
成
後
の
維
持
費
に
つ
い

て
現
段
階
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。
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松
井 
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
「
こ

す
も
す
」
が
令
和
２

年
に
完
成
し
、
村
内
の
保
育
園
は

統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
施
設
で
園
児
た
ち
は
友

達
も
増
え
、
毎
日
楽
し
く
学
ん
で

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
幌
呂
保
育
園
は
耐
震
性

の
問
題
か
ら
建
物
と
し
て
の
利
用

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
幌
呂
保
育
園
の
敷
地
を

含
め
た
施
設
全
体
の
利
用
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

一
時
的
な
保
管
場
所
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
面
の
間
は

地
域
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
物
品
な
ど
の
収
容
場
所
と
し

て
有
効
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
幌
呂
保
育
園
の
敷
地

と
隣
接
す
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
周

辺
の
公
園
を
含
め
た
一
帯
の
村
有

地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
公
園
内

に
新
た
な
木
製
の
複
合
遊
具
を
設

置
し
た
ほ
か
、
敷
地
内
の
危
険
性

の
高
い
立
木
を
伐
採
や
枝
払
い
を

行
う
と
と
も
に
、
年
６
回
程
度
の

草
刈
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
施

設
周
辺
の
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

現
段
階
で
は
旧
幌
呂
保
育
園
の

敷
地
を
含
め
た
村
有
地
に
つ
い

て
、
特
段
の
活
用
方
法
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
幌
呂
市
街

地
中
心
部
に
存
在
す
る
村
有
地
で

あ
る
た
め
、
幌
呂
地
域
の
考
え
や

意
向
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、
将
来

の
土
地
利
用
や
施
設
用
地
の
在
り

方
な
ど
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

村
長 

旧
幌
呂
保
育
園
は
、

園
児
数
の
減
少
や
園

舎
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
令
和

旧幌呂保育園

松
まつ

井
い

俊
しゅん

治
じ
 議員

一
般
質
問   

松
井
俊
治

一
般
質
問   

及
川
満
浩

表
紙
の
写
真

　

６
月
１
日
に
役
場
本

会
議
場
で
開
催
さ
れ

た
、
中
学
生
模
擬
議
会

後
に
記
念
撮
影
を
し
た

写
真
で
す
。

及
おい

川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

及
川 

現
在
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
原
材
料
の

供
給
不
安
な
ど
の
理
由
に
よ
り
各

種
の
原
材
料
の
価
格
が
上
昇
し
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
転
嫁
に

よ
り
物
価
上
昇
が
続
き
、賃
金
の

引
き
上
げ
が
不
十
分
な
状
況
の
な

か
で
、国
民
生
活
へ
の
不
安
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今

後
の
公
共
料
金
な
ど
の
設
定
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
上
下
水
道
料
金
お
よ
び
付
帯
す

　

る
料
金
に
つ
い
て
。

②
各
種
手
数
料
や
料
金
に
つ
い

　

て
。

③
医
療
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険

　

税
）に
つ
い
て
。 

村
長 

適
時
、
総
合
的
な
判

断
を
持
ち
合
わ
せ
な

が
ら
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
や
手
数
料
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
村
民
負
担
の
在
り

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
内
容
で
異

な
り
、
常
に
適
正
に
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

村の給食費無償化で保護者への影響はないが…

ロシアのウクライナ侵攻などで物価が上昇し、生活不安が広がっている。
物価上昇のなか今後の公共料金は
村長　適時、総合的な判断で対応する

給
食
の
原
材
料
価
格

　
　

上
昇
の
影
響
は

及
川 

鶴
居
村
で
は
給
食
費

の
無
料
化
が
制
度
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
物
価
上
昇
も
住
民
負
担

の
面
で
は
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、児
童
生
徒
の
栄
養
供
給
や
事

業
の
安
定
化
に
お
い
て
は
非
常
に

厳
し
い
面
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、給
食
費
の
価
格
設
定

お
よ
び
配
送
な
ど
の
経
費
負
担
に

つ
い
て
村
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長 

教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
原
材

料
費
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
物
価

上
昇
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
経

費
の
増
加
を
少
し
で
も
抑
え
つ

つ
、
学
校
給
食
の
基
準
や
意
義
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学
校

の
栄
養
教
諭
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
一
食
当
た
り
の
単
価
設
定
を

適
切
に
調
整
し
、
必
要
な
予
算
の

確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

学
校
ト
イ
レ
内
へ
の

　

生
理
用
品
の
配
置
は

及
川 
昨
年
度
、
東
京
都
の

都
立
学
校
で
は
生
理

用
品
の
ト
イ
レ
内
へ
の
配
置
が
開

始
さ
れ
、全
国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、本
村
の
現
状
と
実
施

に
向
け
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

今後の旧幌呂保育園の敷地を含めた施設全体の利用は。
旧幌呂保育園の今後は
村長　地域の意向を伺いながら検討したい

２
年
４
月
に
鶴
居
保
育
園
に
統
合

し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
幌
呂
地
域
か
ら
２

名
、
下
幌
呂
地
域
か
ら
８
名
の
園

児
た
ち
が
送
迎
バ
ス
を
利
用
す
る

な
ど
し
て
、
元
気
に
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
内
の
保
育
園
へ
通
園
し
て
い

ま
す
。

　

質
問
に
あ
る
旧
幌
呂
保
育
園
の

建
物
は
、
昭
和
54
年
の
建
築
か
ら

経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
施
設
の
安
全
性
の
面
な
ど
か

ら
人
が
常
時
利
用
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
現
在
、
旧
郷
土
資
料
館
に

当
時
か
ら
展
示
さ
れ
た
収
蔵
物
や

村
で
管
理
す
る
一
般
書
類
な
ど
の

教
育
長 

「
生
理
の
貧
困
」

「
生
理
の
貧
困
」

へ
の
学
校
の
対

へ
の
学
校
の
対

応
で
す
が
、

応
で
す
が
、
学
校
の
ト
イ
レ
内
へ

の
生
理
用
品
の
配
置
は
、
児
童
生

徒
に
と
っ
て
受
け
取
り
や
す
い
と

い
う
利
点
は
あ
る
が
、
学
校
が
児

童
生
徒
の
そ
う
し
た
実
態
を
把
握

し
づ
ら
い
方
法
で
も
あ
る
た
め
、

む
し
ろ
、
保
健
室
で
生
理
用
品
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
が

抱
え
る
不
安
や
悩
み
を
養
護
教
諭

な
ど
に
相
談
で
き
る
機
会
に
な
る

と
考
え
て
お
り
、
当
面
は
、
保
健

室
へ
の
来
室
や
相
談
が
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
適
切
に
対

応
し
た
い
。
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臨
時
会

視
察
研
修

視
察
研
修

第
１
回
臨
時
会

　

５
月
９
日
に
臨
時
会
を
開
会
し

ま
し
た
。

　

村
長
提
出
議
案
７
件
、
議
員
発

　

５
月
25
～
27
日
に
か
け
て
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
目
的
は
、
鶴
居
中
学
校

の
大
規
模
改
修
に
向
け
た
基
本
設

計
と
実
施
設
計
が
今
年
度
に
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
に
議
会
と

し
て
学
校
の
大
規
模
改
修
を
実
施

し
た
事
例
を
実
際
に
視
察
し
、
見

習
う
点
や
課
題
な
ど
を
探
り
、
よ

り
良
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
大
規
模
改
修
工
事
を

行
っ
た
中
札
内
中
学
校
と
、
黒
松

内
小
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
に
、
鶴
居
小
学
校
を

設
計
し
た
業
者
が
担
当
し
て
お

り
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
明

る
い
校
舎
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

課
題
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
大

切
な
も
の
と
し
て
今
後
、
授
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
や
細
分
化
が
進
む
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
職
員
室
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
す
る
工
夫
が
必
要

と
な
り
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
か
も

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
し

た
。

▽
人
事
院
勧
告
に
よ
り
期
末
手
当
を
減
額

改定内容
▷議会議員（9人） 期末手当引下げ  年間4.45月分を

　　　　　　　　　 　　　　　　　 年間4.30月分に改定

▷村職員（66人）　期末手当引下げ  年間4.45月分を

　　　　　　　　　　　　　　　　 年間4.30月分に改定

▷特別職（3人）　期末手当引下げ  年間4.45月分を

　(村長・副村長・教育長)　　　　　 　　　 年間4.30月分に改定　

　

国
は
令
和
３
年
人
事
院
勧
告
に

よ
り
、
国
家
公
務
員
一
般
職
の
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
を
決
め
ま
し

た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
本
村
も
令
和
４

年
度
の
村
職
員
の
期
末
手
当
を
引

き
下
げ
ま
す
。

　

同
時
に
、
村
長
・
副
村
長
・
教

育
長
の
期
末
手
当
も
引
き
下
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
議
会

議
員
の
期
末
手
当
も
引
き
下
げ
ま

す
。

議
案
１
件
の
議
案
審
議
を
行
い
、

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

▽
バ
イ
オ
ガ
ス

　
　

関
連
経
費

３
４
６
１
万
円

　

無
償
譲
渡
を
受
け
た
下
雪
裡
の

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
か
か

る
、
稼
働
に
向
け
て
必
要
な
経
費

と
当
面
の
維
持
経
費
の
計
上
で

す
。

　

財
源
と
し
て
酪
農
振
興
基
金
を

使
い
ま
す
。

2024 年の稼働に向けて動き出したバイオガスプラント

  鶴居中学校大規模改 修に向け
　　　中札内村と黒松 内町に行政視察へ

視察研修
で ど ん な
ことを？

▽
中
札
内
中
学
校

▽
黒
松
内
小
学
校

◎中札内中学校

築 年 数 ： 旧校舎は昭和 45 年建設 （当時築 43 年）

工 事 費 ： 約 5 億 5000 万円

実施設計 ： 平成 25 年度

工 期 ： 平成 26 年 6 月～平成 27 年 10 月

◎黒松内小学校

築 年 数 ： 旧校舎は昭和 56 年建設 （当時築 31 年）

工 事 費 ： 約 6 億 9000 万円

実施設計 ： 平成 24 年度

工 期 ： 平成 24 年 8 月～平成 25 年 2 月

天井のレールにより壁が移動天井のレールにより壁が移動
し、教室の広さを変えることし、教室の広さを変えること
ができます。ができます。

校舎内は木材がたくさん使われ校舎内は木材がたくさん使われ
ており、ぬくもりを感じます。ており、ぬくもりを感じます。

地中熱ヒートポンプによる床暖房地中熱ヒートポンプによる床暖房
システムの機械室が廊下から見るシステムの機械室が廊下から見る
ことができます。ことができます。

鶴居小学校と同じ設計会社による改築なので、鶴居小学校と同じ設計会社による改築なので、
外壁や色使いなど外観が似ています。外壁や色使いなど外観が似ています。

体育館の南側壁面に設置体育館の南側壁面に設置
された太陽光パネル。された太陽光パネル。



12議会だよりつるい　№ 174№ 174　　13 議会だよりつるい　№ 174№ 174　　

幌呂中学校２年

一
般
質
問   

吉
田
春
道

吉
田 

　

酪
農
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
。

　

以
前
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
な
ど
で
牛
乳
の
消
費
が
落

ち
込
み
、牛
乳
の
生
産
調
整
が
入

る
か
も
し
れ
な
い
、と
い
う
よ
う

な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。

　

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

収
ま
っ
て
お
ら
ず
、今
後
も
同
じ

よ
う
な
事
態
が
お
こ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

鶴
居
の
牛
乳
を
使
っ
て
、ヨ
ー

グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
加
工
品

を
増
や
す
な
ど
、現
在
何
か
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
の
か
、今
後

取
組
を
進
め
て
い
く
予
定
が
あ
る

の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
か

ら
、
飲
食
業
の
低
迷
や
、
冬
休
み
、

春
休
み
の
学
校
給
食
の
休
止
に
よ

る
消
費
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
昨

年
暮
れ
か
ら
幾
度
と
な
く
生
乳
の

余
剰
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
全
国
各
地
の
農
業

団
体
や
自
治
体
な
ど
が
、
懸
命
に

牛
乳
消
費
の
喚
起
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
生
乳
廃
棄
の
事

態
を
回
避
し
て
き
ま
し
た
。

　

鶴
居
村
で
も
、
昨
年
暮
れ
か
ら

全
村
民
を
対
象
に「
牛
乳
・
乳
製

品
」
の
購
入
券
を
配
布
し
、
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し

鶴居の牛乳を使った取り組みは
村長　輝

ひかり

のしずくプロジェクトで消費促進

吉
田 

今
年
か
ら
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に

よ
り
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
に
も

影
響
が
あ
る
と
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。

　

私
の
家
は
酪
農
を
営
ん
で
い
る

の
で
、今
後
も
酪
農
に
関
す
る
取

り
組
み
に
興
味
を
持
っ
て
情
報
収

集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般質問一般質問

　吉
よし

田
だ
　春

はる
道
みち

　議員　（幌呂中学校２年）　　 　　　　P13
①鶴居の牛乳を使った取り組みは

　飯
いい

田
だ
　晴

はる
子
こ
　議員　（鶴居中学校２年）　　 　　　　P14

①冬の除雪強化を

６
人
の
議
員
が
６
項
目
の
質
問

６
人
の
議
員
が
６
項
目
の
質
問

村
長
村
長
・・
教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　角
かく

田
た
　麗

うる
心
み
　議員　（鶴居中学校２年）　　 　　　　P15

①酪農を学ぶ機会を

　鈴
すず

木
き
　佐

さ
和
わ
　議員　（鶴居中学校３年）　　 　　　　P16

①ソーラーパネル設置に規制を

吉
よし

田
だ
春
はる

道
みち

 議員

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

一
般
質
問 

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

　武
む
藤
とう

　里
り
沙
さ
子
こ
　議員　（幌呂中学校３年）　 　　　　P17

①村民プールの新設は

　鳴
なる

川
かわ

　紀
の り

香
か
　議員　（鶴居中学校３年）　　 　　　　P18

①コロナ禍でのイベントは

中学生模擬議会中学生模擬議会

た
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
る
不
安
定

な
国
際
情
勢
な
ど
か
ら
、
原
油
価

格
や
物
価
が
高
騰
し
回
復
基
調
に

あ
っ
た
牛
乳
の
消
費
が
陰
り
を
み

せ
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
と
な
り
再

び
生
乳
の
廃
棄
が
懸
念
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
議
員
の
質
問
に
あ
る
と
お

り
、
こ
の
状
況
を
克
服
す
る
取
り

組
み
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
村
も
議
会
や
釧
路

丹
頂
農
協
な
ど
と
連
携
協
力
し

て
、「
輝

ひ
か
り
の
し
ず
く（
滴
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
あ
ら
た
め

て
村
民
を
は
じ
め
多
く
の
消
費
者

に
牛
乳
消
費
拡
大
を
促
進
し
、
酪

農
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
鶴
居
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
牛
乳
消
費

の
拡
大
を
呼
び
か
け
る
Ｐ
Ｒ 

動
画
を
配
信
す
る
ほ
か
、
全
村
民

に
対
す
る「
鶴
居
村
応
援
券
」
の

配
布
に
合
わ
せ
、
産
地
限
定
の
牛

乳
を
指
定
す
る「
牛
乳
券
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

吉
田
議
員
も
危
惧
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
私
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
現
状
に
加
え
、
不

安
定
な
国
際
情
勢
に
よ
る
経
済
的

な
影
響
は
、
当
面
続
く
も
の
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。

2022 年 6 月 1 日

演壇で質問する 2番吉田春道君
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角
田 

鶴
居
村
は
酪
農
の
村

で
す
が
、
生
徒
と
酪

農
の
ふ
れ
あ
い
は
少
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

 

授
業
な
ど
で
酪
農
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
を
増
や
し
て
い
く
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長 

酪
農
を
学
ぶ
機

会
の
充
実
に
つ

い
て
の
質
問
で
す
が
、
小
学
校
、

中
学
校
の
９
年
間
に
学
校
の
授
業

な
ど
で
何
を
学
ぶ
か
を
国
が
定
め

た「
学
習
指
導
要
領
」
で
は
、
例

え
ば
、
小
学
校
３
年
生
の
社
会
の

授
業
で
、
身
近
な
地
域
で
み
ら
れ

る
仕
事
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
中

学
校
社
会
の
地
理
的
分
野
で
地
域

酪農を学ぶ機会を
教育長　とても重要、学びの機会を充実

飯
田 
冬
は
路
面
が
除
雪
の

跡
で
ガ
タ
ガ
タ
だ
っ

た
り
、
凍
っ
た
り
し
て
小
さ
な
子

ど
も
や
高
齢
者
に
は
特
に
危
険
だ

と
思
い
ま
す
。

　

除
雪
の
強
化
を
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
。

村
長 

鶴
居
村
内
の
除
雪
を

す
る
道
路
は
、
村
が

管
理
す
る
村
道
で
１
４
８
km
、
北

海
道
が
管
理
す
る
道
道
で
８
８

km
、
国
が
管
理
す
る
国
道
２
７
４

号
線
の
道
路
で
２
０
km
、
全
体
で

お
よ
そ
２
５
６
km
と
な
っ
て
い
ま

す
。
道
路
以
外
に
も
小
中
学
校
や

公
営
住
宅
な
ど
の
駐
車
場
、
緊
急

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
各
公
共
施
設
の
敷

地
内
な
ど
の
除
雪
も
実
施
し
て
い

　

そ
こ
で
、
飯
田
議
員
か
ら
の
質

問
に
あ
る
除
雪
の
強
化
に
つ
い
て

で
す
が
、
村
道
を
管
理
す
る
村
の

除
雪
体
制
は
、
民
間
の
業
者
委
託

も
含
め
除
雪
車
18
台
で
除
雪
し
て

い
ま
す
が
、
近
年
は
運
転
手
や
専

任
技
術
者
が
不
足
し
て
お
り
、
除

雪
体
制
を
強
化
し
て
い
く
う
え
で

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
除
雪
は
冬
期
間
の
住

民
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
安
心
安
全
な
道
路
環
境
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
も

除
雪
業
者
や
村
民
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
こ
の
除
雪
体
制
の
維

持
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

冬の除雪強化を
村長　安心安全な道路環境維持に努める

鶴居中学校２年
角
かく

田
た
麗
うる

心
み
 議員

鶴居中学校２年
飯
いい

田
だ
晴
はる

子
こ
 議員

一
般
質
問   

角
田
麗
心

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

一
般
質
問   

飯
田
晴
子

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

ま
す
。

　

村
の
除
雪
作
業
の
出
動
基
準

は
、
降
雪
量
が
約
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
と
し
、
ま
た
、
地
吹
雪

や
吹
き
溜
ま
り
な
ど
に
よ
っ
て
交

通
に
障
害
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
午
前
５
時
か
ら
出
動
し

て
い
ま
す
。

　

村
が
実
施
す
る
村
道
１
回
の

除
雪
に
か
か
る
作
業
時
間
や
費

用
は
、
雪
質
や
そ
の
時
の
降
雪

量
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
が
、

平
均
す
る
と
７
時
間
の
作
業
時

間
で
３
０
０
万
円
程
度
の
費
用

が
か
か
っ
て
お
り
、
年
間
で

３
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

い
ま
す
。

　

次
に
、
除
雪
実
施
後
の
不
安
定

な
道
路
環
境
や
路
面
の
凍
結
な
ど

に
つ
い
て
は
、
降
雪
時
の
雪
質
や

降
雪
量
の
違
い
、
さ
ら
に
季
節
外

れ
の
降
雨
な
ど
に
よ
っ
て
、
道
路

の
路
面
状
況
が
一
度
の
除
雪
で
解

消
し
き
れ
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
面

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
飯
田
議
員
が
心

配
さ
れ
る
高
齢
者
や
小
さ
い
子
ど

も
達
の
歩
行
に
危
険
や
負
担
が
及

ば
な
い
よ
う
、
凍
結
路
面
に
滑
り

止
め
剤
を
散
布
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
車
道
や
歩
道
を
整
正
す
る
作

業
を
施
し
な
が
ら
、
冬
期
間
の
安

心
安
全
な
道
路
環
境
の
維
持
管
理

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

飯
田 

今
の
答
弁
か
ら
、
除

雪
は
こ
ん
な
に
も
大

変
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
も
時
間
が
あ
れ
ば
地
域
の
除

雪
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
産
業
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

小
学
校
の
授
業
で
使
う
社
会
科
郷

土
読
本
「
つ
る
い
」
で
は
、
鶴
居

村
の
酪
農
に
つ
い
て
、
仕
事
の
具

体
的
な
様
子
や
酪
農
家
の
方
の
お

話
を
載
せ
る
な
ど
し
て
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
中
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
、
身
近
な
職
業
調

べ
や
酪
農
体
験
も
含
め
た
職
場
体

験
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
酪
農
に
つ
い
て
、
知

識
と
し
て
は
、
学
校
教
育
の
様
々

な
場
面
で
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
角
田
議
員
か
ら
の
指
摘
の
と

お
り
、
鶴
居
村
の
児
童
生
徒
が
酪

農
と
ふ
れ
あ
う
機
会
は
限
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
鶴
居

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
つ

い
て
子
ど
も
た
ち
が
学
び
を
深
め

る
こ
と
は
、
第
５
次
鶴
居
村
総
合

計
画「
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
る
「
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を

も
ち
人
間
性
豊
か
な『
鶴
居
び
と
』

を
育
成
す
る
」
村
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
考

え
て
お
り
、
本
日
、
角
田
議
員
か

ら
の
意
見
を
参
考
に
、
酪
農
家
の

皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
小
学
校
、
中
学
校

の
９
年
間
を
通
じ
、
ふ
る
さ
と
学

習
の
一
環
と
し
て
、
酪
農
体
験
や

農
場
見
学
、
酪
農
家
の
方
と
の
交

流
な
ど
も
含
め
て
、
酪
農
に
関
す

る
学
び
の
機
会
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
、
各
学
校
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
事
業
と
し
て

も
、
例
え
ば
、
わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
農
場

見
学
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
鶴
居

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
つ

い
て
、
楽
し
く
学
べ
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

角
田 

今
の
答
弁
か
ら
、
酪

農
に
つ
い
て
学
べ
る

機
会
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

酪
農
は
、鶴
居
村
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、こ
れ
か
ら
も
学
ぶ
機
会
や
体

験
学
習
な
ど
の
働
き
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

演壇で質問する６番角田麗心君 演壇で質問する５番飯田晴子君
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鈴
木 
太
陽
光
発
電
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置

に
よ
っ
て
、
森
林
破
壊
が
起
き
て

い
ま
す
。

　

冬
季
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に

雪
が
積
も
り
、
発
電
が
上
手
く
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

解
決
策
は
あ
り
ま
す
か
。

か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
景
色
を

将
来
に
残
す
た
め
、「
売
電
事
業
」

を
進
め
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
積

も
る
雪
の
問
題
で
す
が
、
道
東
地

域
は
、
降
雪
量
が
少
な
く
日
照
時

間
も
長
い
た
め
太
陽
光
発
電
に
適

し
て
い
る
地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
冬
期
間
で
あ
っ
て
も
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
に
積
も
っ
た
雪
は
、

融
雪
、
ま
た
は
落
雪
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、
他
の
豪
雪
地
域

と
比
較
す
る
と
発
電
の
効
率
は
高

武
藤 

プ
ー
ル
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
。

　

私
た
ち
は
、小
学
校
の
授
業
や

夏
休
み
な
ど
に
鶴
居
村
の
村
民　

プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
、現
在
は
利
用
で
き
ず
、

阿
寒
の
プ
ー
ル
ま
で
行
く
し
か

な
く
、授
業
は
も
ち
ろ
ん
、普
段
、

プ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
で
す
。

　

今
後
、鶴
居
村
で
プ
ー
ル
を
利

用
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
し
ょ

う
か
、お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

に
合
わ
せ
、
解
体
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ー
ル
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
枠
ナ
イ
ロ
ン
張
り
の
25
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
で
、
毎
年
７
月
上
旬
か

ら
９
月
中
旬
ま
で
開
業
し
、
小
学

校
の
体
育
授
業
や
夏
休
み
中
の
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に
利
用
し
て
い

ま
し
た
。

　

鶴
居
村
で
は
、
平
成
29
年
に
、

当
時
、
村
民
プ
ー
ル
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
保
育

園
な
ど
が
あ
っ
た
鶴
居
西
地
区
に

お
け
る
今
後
の
整
備
方
針
と
し
て

「
鶴
居
西
公
共
エ
リ
ア
施
設
整
備

基
本
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、
水

泳
プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
新
設
す

る
こ
と
を
含
め
て
検
討
を
重
ね
ま

教
育
長 

鶴
居
村
で
は
、

昭
和
47
年
に「
村

民
プ
ー
ル
」
を
建
設
し
、
平
成
30

年
に
新
総
合
体
育
館
の
建
設
決
定

村民プールの新設は
教育長　当面保留、必要に応じて検討

ソーラーパネル設置に規制を
村長　条例設置、地域環境との共生を推進する

幌呂中学校３年
武
む
藤
とう

里
り
沙
さ
子
こ
 議員

鶴居中学校３年
鈴
すず

木
き
佐
さ
和
わ
 議員

一
般
質
問   

武
藤
里
沙
子

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

一
般
質
問   

鈴
木
佐
和

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

村
長 

現
在
、
鶴
居
村
の
各

地
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
が
設
置
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
多
く
は
、

発
電
し
た
電
気
を
売
る「
売
電
事

業
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
が
、
森
林
を
伐
採
し
て
設
置
し

て
い
る
も
の
や
、
釧
路
湿
原
の
近

く
に
設
置
し
て
い
る
も
の
な
ど
、

そ
の
設
置
方
法
は
様
々
で
す
。

　

太
陽
光
に
よ
る
発
電
は
、
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
地
球
温
暖
化
ガ
ス

を
排
出
せ
ず
、
無
限
と
も
い
え
る

太
陽
の
光
を
使
っ
て
発
電
す
る
た

め
、
極
め
て
環
境
に
や
さ
し
い
再

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
も

の
で
す
。
鶴
居
村
で
は
、
家
庭
用

の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
住
宅
に
設

置
す
る
際
に
補
助
金
を
出
し
、
村

民
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
村
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
が
無
秩
序
に
乱
立
し
な
い

よ
う
「
鶴
居
村
美
し
い
景
観
等
と

太
陽
光
発
電
事
業
と
の
共
生
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
今
年
１

月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
鶴
居
村
の
豊

い
も
の
と
考
え
ま
す
。　

今
回
の

鈴
木
議
員
か
ら
の
質
問
は
、
世
界

の
国
々
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
な

か
、
自
然
豊
か
な
環
境
を
享
受
す

る
鶴
居
村
に
と
っ
て
重
要
な
政
策

テ
ー
マ
で
す
。

　

村
と
し
て
も
、
今
年
３
月
、
地

球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭

素
の
排
出
を
２
０
５
０
年
ま
で
に

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ
の
参
加
を
宣
言

し
た
の
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
と
地
域
環
境
と
の
共

生
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

鈴
木 

今
回
の
答
弁
か
ら
パ

ネ
ル
に
積
も
っ
た
雪

は
融
雪
、
落
雪
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
再
生
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に

向
け
、
中
学
生
の
私
た
ち
も
で
き

る
こ
と
を
考
え
活
動
し
て
い
き
た

い
で
す
。

し
た
が
、
建
設
費
や
維
持
管
理
費

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
費
用
対
効
果
の

面
で
課
題
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

計
画
へ
の
登
載
を
見
送
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年

度
、
学
校
施
設
や
社
会
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
に
つ
い
て
の
今

後
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
行

い
、
そ
の
中
で
、
水
泳
プ
ー
ル
の

新
設
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま

し
た
が
、
他
の
自
治
体
の
状
況
を

み
る
と
、
年
間
を
通
し
て
利
用
可

能
な
温
水
プ
ー
ル
の
場
合
、
建

設
費
が
10
億
円
以
上
、
維
持
管

理
費
も
人
件
費
を
含
め
て
年
間

１
０
０
０
万
円
以
上
と
多
額
の
経

費
を
要
し
て
お
り
、
鶴
居
村
に
お

武
藤 

水
泳
プ
ー
ル
の
新
設

は
、
費
用
の
面
か
ら

難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
私
も
含
め
て
村
民

プ
ー
ル
を
ま
た
利
用
し
た
い
と
い

う
要
望
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思

う
の
で
、前
向
き
に
ご
検
討
し
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、鶴
居
村
民
と
し
て
新
総

合
体
育
館
を
積
極
的
に
利
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

け
る
水
泳
プ
ー
ル
建
設
の
検
討

は
、
当
面
保
留
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
現
時

点
で
は
、
水
泳
プ
ー
ル
の
建
設
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
水

泳
は
健
康
増
進
の
１
つ
と
し
て
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な
目

的
で
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
や
、
武
藤
議

員
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
も
参
考

に
、
今
後
も
、
水
泳
プ
ー
ル
に
関

す
る
住
民
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
見
極

め
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

演壇で質問する１番武藤梨沙子君 演壇で質問する３番鈴木佐和君
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鳴
川 
コ
ロ
ナ
禍
で
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
さ
れ
、
村
民
同
士
で
の
交
流
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

解
決
策
は
あ
り
ま
す
か
。

禍
で
は
、
以
前
の
よ
う
な
人
の
動

き
を
活
発
化
さ
せ
人
を
集
う
場
面

づ
く
り
は
、
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
も
、
今
後
も
一
定
程
度
の
節
度

あ
る
行
動
や
対
応
が
必
要
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
鳴
川
議
員
が
心
配
さ

れ
る
よ
う
に
、
今
後
の
感
染
症
対

策
と
両
立
す
る
地
域
経
済
活
動
の

回
復
や
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
す
る
場
面
づ
く
り
は
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

コロナ禍でのイベントは
村長　感染予防しながら開催に向けて工夫

鶴居中学校３年
鳴
なる

川
かわ

紀
の り

香
か
 議員

模
擬
議
会
後
の
感
想

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

一
般
質
問   

鳴
川
紀
香

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

　
　
　
　

２
番　

吉
田
春
道
議
員

　
　
　
　

自
分
が
質
問
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
村
長
さ
ん
が
と
て
も

詳
し
く
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
教

え
て
く
だ
さ
っ
て
、
鶴
居
村
の
酪

農
の
今
後
の
あ
り
方
が
分
か
っ

て
、
さ
ら
に
興
味
を
持
て
た
。

　

他
の
人
の
質
問
を
聞
い
て
、
自

分
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。

　
　
　
　

５
番　

飯
田
晴
子
議
員

　
　
　
　

私
た
ち
が
「
こ
う
す
れ

ば
い
い
」
と
簡
単
に
言
っ
て
い

た
こ
と
が
、
多
額
の
お
金
が
か

か
っ
た
り
、
人
々
の
苦
労
が
多
く

か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

日
々
の
生
活
の
あ
り
が
た
み
を
感

じ
た
。
そ
し
て
、
政
治
と
は
ど
ん

な
こ
と
か
、
少
し
で
も
知
れ
て
、

体
験
で
き
て
良
か
っ
た
。

　

こ
の
経
験
を
今
後
の
生
活
に
役

立
て
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

６
番　

角
田
麗
心
議
員

　
　
　
　

初
め
て
の
経
験
で
と
て

も
緊
張
し
て
い
た
。
失
礼
の
な
い

よ
う
に
と
考
え
る
と
自
然
に
言
葉

遣
い
を
い
つ
も
よ
り
気
に
し
て
い

た
。
今
回
の
模
擬
議
会
で
は
、
議

会
の
し
く
み
や
鶴
居
村
に
対
し
て

の
新
し
い
考
え
方
、
そ
し
て
村
長

さ
ん
達
の
仕
事
内
容
な
ど
、
普
段

の
授
業
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

鶴
居
村
に
つ
い
て
考
え
直
す
と

て
も
貴
重
な
場
だ
っ
た
。

　
　
　
　

３
番　

鈴
木
佐
和
議
員

　
　
　
　

広
報
に
載
っ
て
い
る

「
議
会
」
と
い
う
も
の
が
ど
う
い

う
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
の

か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
実

際
に
行
っ
て
参
加
し
て
み
て
、
議

会
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

細
か
い
デ
ー
タ
を
元
に
答
弁
し

て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
た
か
っ

た
。
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　

１
番　

武
藤
里
沙
子
議
員

　
　
　
　

実
際
に
そ
の
場
に
行

き
、質
問
を
す
る
こ
と
で
緊
張
感

が
味
わ
え
た
。村
長
さ
ん
や
教
育

長
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、議
員
の
皆

さ
ん
な
ど
、た
く
さ
ん
の
方
々
が

鶴
居
村
の
未
来
の
た
め
に
、真
剣

に
討
議
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、今
の
鶴
居
村
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

ま
た
、他
校
の
生
徒
が
出
し
て

い
る
質
問
は
、そ
れ
ぞ
れ
着
眼
点

が
違
い
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」な
ど
を
読
ん

で
、鶴
居
村
に
つ
い
て
よ
り
深
く

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　

４
番　

鳴
川
紀
香
議
員

　
　
　
　

模
擬
議
会
を
通
し

て
、鶴
居
村
の
今
の
課
題
と
、解

決
に
向
け
た
対
策
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
鶴
居
村
の
未
来
に

向
け
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
努
力
し
た
い
と
思
う
。 

　

実
際
に
議
会
に
参
加
し
、と
て

も
緊
張
は
し
た
が
鶴
居
村
の
政

治
に
関
わ
り
、今
ま
で
と
は
ま
た

違
っ
た
考
え
を
知
り
、そ
れ
を
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
い
か
し
た
い
と

思
う
。

　

今
、私
が
生
活
で
き
て
い
る
こ

と
を
当
た
り
前
だ
と
は
思
わ
ず
、

村
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
た
く

さ
ん
の
方
々
に
感
謝
し
、こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思

う
。

　
　
　
　

議
長　

大
沼
乃
々
葉
議
員

　
　
　
　

質
問
の
何
個
か
は
、
以

前
か
ら
村
側
も
考
え
て
い
て
、
村

民
の
た
め
、
村
の
た
め
に
働
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
姿
勢
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

議
会
を
実
際
に
体
験
し
て
、
私

た
ち
が
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
は
、
こ
の
場
で
真
剣

に
話
し
合
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら

な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

中学生模擬議会後の感想
村
長 

世
界
中
で
猛
威
を
振

る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
以
来
、
今

年
で
２
年
あ
ま
り
の
月
日
が
経
過

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
行
動
の
自
粛
に
よ
る

感
染
拡
大
の
防
止
対
策
の
徹
底
な

ど
に
よ
っ
て
、
人
と
人
と
の
接
し

方
や
国
民
の
社
会
活
動
、
生
活
環

境
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。

　

鶴
居
村
で
も
、
地
域
や
団
体
の

活
動
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が

集
う
「
納
涼
ま
つ
り
」
や
「
ふ
る

さ
と
盆
踊
り
・
花
火
大
会
」「
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
さ
ら
に
「
タ
ン

チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど

も
、
議
員
の
質
問
に
あ
る
と
お
り

中
止
す
る
な
ど
、
近
年
は
村
民
同

士
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
の
場
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
間

交
流
、観
光
な
ど
の
取
り
組
み
は
、

「
人
が
動
く
こ
と
」
を
前
提
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
現
状
の
コ
ロ
ナ

　

村
と
し
て
は
、
鳴
川
議
員
の
思

い
も
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が

ら
、
村
民
皆
さ
ん
の
健
康
を
第
一

に
考
え
た
感
染
予
防
に
努
め
な
が

ら
、
普
段
ど
お
り
の
日
常
を
取
り

戻
し
て
い
け
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
交
流
機
会
の
確
保
に
向

け
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
そ
の
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

鳴
川 

今
の
答
弁
か
ら
、
感

染
症
対
策
と
地
域
経

済
の
回
復
の
両
立
が
と
て
も
難
し

い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

　

で
す
が
、
今
ま
で
行
っ
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
触
れ

合
い
の
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
事
実
で
す
の
で
、
前
向
き

に
検
討
し
て
く
れ
る
と
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。

演壇で質問する４番鳴川紀香君
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私
は
今
回
の
中
学
生
模
擬
議
会

で
、
議
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
議
長
席
は
、
議
場
の

高
い
位
置
に
あ
り
、
さ
ら
に
大
石

村
長
や
村
上
教
育
長
な
ど
の
方
々

に
囲
ま
れ
な
が
ら
の
進
行
で
し
た

の
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

議
会
で
使
わ
れ
る
言
葉
は
、
中
学

生
の
私
に
は
難
し
い
言
葉
が
多

く
、読
む
の
も
少
し
大
変
で
し
た
。

で
す
が
、
中
学
生
議
員
の
質
問
へ

の
大
石
村
長
や
村
上
教
育
長
の
回

答
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
鶴
居
村
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
員
の
質
問
に
は
、
牛

乳
廃
棄
な
ど
の
酪
農
の
問
題
に
つ

い
て
、
村
民
プ
ー
ル
の
再
建
に
つ

い
て
、
太
陽
光
発
電
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
に
つ
い
て
、
除
雪
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
村
民
同
士
の
交

流
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の

質
問
も
、
中
学
生
の
視
点
か
ら
、

鶴
居
村
の
改
善
で
き
る
と
思
う
点

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
私
が
印
象
に
残
っ

た
質
問
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
除
雪
の
強
化
は

で
き
な
い
か
」と
い
う
質
問
で
す
。

大
石
村
長
の
回
答
は
、
除
雪
に
関

わ
る
業
者
は
、
早
朝
か
ら
働
き
、

作
業
時
間
は
平
均
お
よ
そ
７
時
間

と
重
労
働
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
、
一
回
の
除
雪
で
３
０
０
万
円

と
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
近
年
で
は
、
除
雪

作
業
に
当
た
る
業
者
が
不
足
し
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
冬
に
道
路
が
除
雪
さ
れ
て

い
る
の
は
当
た
り
前
、
と
思
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
村
に
も

働
く
人
に
も
大
き
な
負
担
が
か

か
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々

に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。

　

２
つ
目
は
、「
太
陽
光
発
電
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
よ
る
森
林
破

壊
へ
の
解
決
策
は
あ
る
か
」
と
い

う
質
問
で
す
。
回
答
は
、
日
本
で

最
も
美
し
い
村
、
鶴
居
村
の
景
観

を
守
り
、
無
秩
序
に
乱
立
し
な
い

よ
う
に
条
例
を
制
定
し
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
鶴
居
村

は
今
年
３
月
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
へ
の
参
加
を
宣
言
し
た
そ

う
で
す
。
鶴
居
村
で
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
鶴
居
村

の
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
共
生
を

目
指
す
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
若
い
世
代
の
政
治
へ
の

関
心
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な

体
験
を
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
良

い
経
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
模
擬
議
会
は
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
の
目
に
入
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場

を
中
学
生
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
模

擬
議
会
を
体
験
し
た
私
た
ち
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
見
た
人
た
ち
の

地
域
、
そ
し
て
日
本
の
政
治
へ
と

視
点
を
広
げ
て
い
く
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。


